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３ 要旨 

(1) 平成10年から12年の試験から帰納された、収量60kg/aの生育ﾓﾃﾞﾙの収量構成要素は、㎡当り籾数が

280×100粒/㎡、登熟歩合が90%、千粒重が24.0gであり、これらを確保するための穂数は430本/㎡、１穂籾

数は65粒/穂である。 

(2) 出穂期における栄養生理生態特性

ア 光合成器官である㎡当り葉身重と蓄積器官である茎重の比率は、2.8である。

イ 葉身重、茎重当りの籾生産効率は、それぞれ1.39、0.50(×100)となる。

ウ ㎡当りの全炭水化物量は144g/㎡であり、１穂当りの茎重は1.8(g/本)となる。

(3) 標準苗立数（90本/㎡）における、炭水化物が十分蓄積される苗立１個体が生産する茎数は、最高分げ

つ期で８本、成熟期（穂数）で５本となる。 

(4) 苗立数が不足（40本/㎡）の場合における播種後１ヶ月の追肥の効果

ア 苗立１個体当たりの茎数が増加する。

イ 出穂期における茎重が増加し、茎重当たりの籾生産効率が高まる。

ウ １茎当たりの炭水化物保有量が高まる。

エ 登熟期間における乾物収支が標準並となる。

以上より、出穂期における生理・生態が改善され、苗立数90本/㎡(標準苗立数)並の収量を確保できる。 
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